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1. はじめに 
 輪帯電極構造に高抵抗膜を付与した液晶レンズを用い

ることで，少数の輪帯電極でも滑らかな放物面状の分布

が得られることを報告した。1) しかし，凸レンズ特性に

おいてレンズ径外縁付近の光学位相差分布が理想放物面

状からずれるため，レンズ特性及び液晶層の利用効率が

低下する。そこで本研究では，液晶レンズの特性及び利

用効率向上を目的として円形の高抵抗膜を用いた輪帯電

極型液晶レンズを提案し，その電気光学特性について実

験を行った結果を述べる。 
 

2. 液晶レンズの作製 
 本研究で提案する液晶レンズの構造を図 1 に示す。上

部基板面に図 1(a)に示す ITO 輪帯電極を作製し，その表

面に透明絶縁膜を介して RF スパッタリング法により高

抵抗(~107/□)の酸化亜鉛(ZnO)膜を製膜した。ここで，

マスクを用いてスパッタリングを行うことで酸化亜鉛膜

の製膜範囲を制限した。さらに高抵抗膜表面と下部透明

電極基板面にポリイミド水平配向膜を塗布し，それぞれ

反平行方向にラビング処理を施した。ポリマー球状スペ

ーサ(直径:60m)を用いて空セルにネマチック液晶(RDP-
85475, n=0.298@=589nm, DIC)を封入し，円形高抵抗膜

を有する輪帯電極型液晶レンズを作製した。 
 

3. 実験結果及び考察 
全面均一な高抵抗膜及び直径 15.2mm の円形高抵抗膜

を用いた輪帯電極型液晶レンズの各電極にそれぞれ適切

な値の電圧を印加した場合の光学位相差分布を図 2(a)，
(b)に示す。全面均一な高抵抗膜の場合，光学位相差分布

は図 2(a)に示すようにレンズ外縁径の14.8mm 付近で放

物線状からずれることが見られ，近似曲線と測定点の平

均二乗偏差とする RMS(Root Mean Square)値が 0.69 であ

った。一方，円形高抵抗膜の場合，図 2(b)のように放物線

近似に近くなり，レンズ口径14.8mm 内の光学位相差分

布の RMS 値は 0.23 と低減する傾向が見られた。 
以上の結果より高抵抗膜を円形に制限することでレン

ズ径付近の光学位相差分布を改善でき，液晶層の利用効

率を向上できることが分かった。 
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図 1. 円形高抵抗膜を用いた輪帯電極型
液晶レンズ 
 

 

      (a)均一な高抵抗膜 

 

         (b)円形高抵抗膜(φ15.2mm) 

    図 2. 液晶レンズの光学位相差特性 
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